	第3回親向けセミナー　講演録

日時：2008年2月16日 13:30-16:30

会場：名張市役所　3階会議室

講師：浦田宗昭（NPO法人リベラヒューマンサポート　理事）

参加者　3名


▼開会挨拶

三重県生活部勤労・雇用支援室より、三重県若者自立支援センターを紹介するとともに、県内の若者就労支援の取り組みについて説明。

▼第1部　浦田宗昭氏　講演

（1）講師自己紹介

長年不登校の子どもをケアする取り組みをつづけるなかで、社会に出られない若者にも出会ってきた。現在は、静岡県で活動しているNPO法人リベラヒューマンサポートの理事をしながら、いせ市民活動のセンター長としても活動を行っている。いせ市民活動センターはNPOの中間支援組織であり、三重県の若者就労支援ネットワークへ参加している。その他、県の若年無業者就労体験事業を受託していることや、県や国の就労支援事業に県内関連NPOとネットワークを組んで取り組んでいることについて説明。

（2）講演

●ライフサイクルについて

人は生まれてから発達の段階ごとに課題に取り組む。課題を乗り越えることによって年齢に応じて基本的信頼、自立心、積極性…といったものを獲得し、自我を確立していく。人の成長は、階段を上るようなイメージで捉えられる。ライフサイクルの初期の段階で階段を上がれないことがあると、年齢ごとに獲得するべき事柄を得られないまま大人にならざるを得なくなる。

●発達段階に応じて、階段を上がれない原因

ライフサイクルの階段を上がれない理由として、大きく2点挙げられる。1点目に親と子との性格の不一致、2点目に本人の自閉的傾向（＝想像することが苦手である）がある。それによって、周囲の人間とのコミュニケーションが難しくなり、劣等感が募る結果となる。

●社会への適応を目指して

〈自我の弱い部分を強化する〉

生まれた時の状態では自我が未形成であるが、3つの自我（精神我・社会我・身体我）がバランス良く発達していることが望ましい。アンバランスとなっている状態を修正する場合には、不健康に大きくなり過ぎた自我にアプローチするのではなく、小さい（不健康な）自我へアプローチし、評価していくことで偏りを小さくしていく。

〈コミュニケーション能力を高める〉

就労に際して、事業主は即戦力を求めているわけではない。必要なのは、あいさつ、真面目に取り組む姿勢である。社会に適応していくにあたり、コミュニケーション力が不足しているケースが多い。コミュニケーション力を高めるために、経験を積み重ねることが必要である。

第一歩を踏み出す際、支援機関への相談というのは、本人にとって大変ハードルが高い。入口として「遊び」をきっかけとすると参加しやすい。遊びの場に出かけ、人とコミュニケーションをとり、実際に遊ぶということを段階的に踏んでいくことで、自立への階段を一歩一歩上っていくことができる。

『「～しなければならない」という世界に入っていってしまうと辛い。』

▼第2部　フリートーク

※参加者の都合によりワークショップとフリートークの順番を入れ替え、先にフリートークを行った。
参加者それぞれフリートーク形式で個々の状況を話せる限りで話していただき、現状分析、親の関わり方等について話した。

　

第２部終了後、月１回名張市勤労者福祉会館で実施している若者就業サポートステーション・みえの出張相談について、次回３月１１日午後実施を告知。

▼第3部　参加者との質疑応答

※ワークショップ（目隠しゲーム）を行う予定であったが、3名のうち2名が第２部終了後退席したため、残る1名の参加者の希望に合わせて、質疑応答及びフリートークを行った。

自分自身を守ろうとする心の動きである防衛機制について詳しく説明するとともに、第２部に引き続いて親としての関わり方等について話し合った。

まとめとして、本人が安心していられる居場所を家庭につくること、本人の状況をみて支援すること、親と子だけで行き詰ってしまった時は、第3者（支援機関）を積極的に利用することを提案した。

